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元気な郷土（ふるさと） 創造宣言！

８
月
上
旬
か
ら
中
旬
、
下
旬

に
か
け
て
、
６
つ
の
台
風
が
北

海
道
に
上
陸
も
し
く
は
通
過
し
、

北
海
道
は
甚
大
な
被
害
に
見
舞

わ
れ
ま
し
た
。

維
持
予
算
は

2/3
に

特
に
、
北
海
道
の
管
理
河
川

の
氾
濫
に
よ
る
影
響
が
甚
大
で

あ
り
、
こ
の
こ
と
は
長
年
の
維

持
管
理
へ
の
課
題
等
が
浮
き
彫

り
に
な
っ
た
災
害
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
の
で
す
。

道
路
や
河
川
等
の
維
持
管
理

予
算
は
、
厳
し
い
北
海
道
予
算

の
影
響
を
受
け
、
平
成
14
年
度

当
時
の
３
分
の
２
に
ま
で
減
額

さ
れ
、
十
分
な
維
持
管
理
が
で

き
て
い
な
い
状
況
で
す
。
北
口

道
議
の
維
持
管
理
の
あ
り
方
に

つ
い
て
の
質
問
に
対
し
「
河
川

内
の
樹
木
の
伐
採
な
ど
に
つ
い

て
、
早
急
に
対
応
す
る
」
と
の
答

弁
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
道
管
理
の
河
川
の
浸

水
想
定
区
域
を
早
期
に
設
定
し

直
す
と
と
も
に
、
各
市
町
村
の

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
を

支
援
す
る
考
え
を
示
し
ま
し
た
。

自
動
車
も

被
災

今
回
の
災
害
で
は
、
多
く
の

自
動
車
も
被
災
し
ま
し
た
。
南

富
良
野
町
役
場
で
は
、「
町
内
で

１
４
０
台
以
上
の
マ
イ
カ
ー
が

被
害
を
受
け
、
町
外
や
営
業
車

を
加
え
る
と
、
２
０
０
台
を
超

え
る
の
で
は
な
い
か
」
と
の
こ

と
で
す
。
北
口
道
議
の
事
務
所

に
も
「
代
替
自
動
車
の
取
得
税

に
つ
い
て
減
免
を�

A

」
と
の
声

が
寄
せ
ら
れ
、
一
般
質
問
で
知

事
の
考
え
を
質
し
ま
し
た
。

答
弁
で
は
、「
他
府
県
の
減
免

の
取
扱
状
況
を
早
急
に
把
握
し
、

そ
の
可
否
に
つ
い
て
検
討
」
と

答
え
、
他
府
県
の
調
査
の
結
果
、

代
替
自
動
車
取
得
税
の
全
額
を

減
免
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

減
免
手
続
き
は
、被
災
か
ら
６

ヶ
月
以
内
に
代
替
え
取
得
し
た

自
動
車
に
限
ら
れ
、
罹
災
証
明

や
抹
消
証
明
書
な
ど
の
書
類
を

添
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

利
水
ダ
ム
の

活
用

ダ
ム
に
は
、
洪
水
を
調
整
す

る
治
水
ダ
ム
と
発
電
や
農
業
用

水
な
ど
を
目
的
と
し
た
利
水
ダ

ム
が
あ
り
ま
す
。

大
雨
が
予
想
さ
れ
る
場
合
、

災
害
を
よ
り
低
減
す
る
た
め
、

利
水
ダ
ム
の
水
位
を
事
前
に
下

げ
、
治
水
ダ
ム
と
し
て
の
役
割

を
持
つ
よ
う
質
問
し
、「
利
水
ダ

ム
の
運
用
を
含
め
、
被
害
の
軽

減
に
向
け
て
の
取
り
組
み
が
重

要
」
と
の
認
識
が
示
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
新
た
な
視

点
で
の
議
論
が
必
要
で
す
。

災害復旧や被災者支援を一般質問

代替自動車取得税減免
ハザードマップ見直し、道支援で

一
般
質
問
で
災
害
対
応
と
被
災
者
支
援
な
ど
を
質
問
（
９
月

日
）

多くの自動車も被災（南富良野町）

河川と化した美瑛町置杵牛地区の水田
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北
海
道
は
、
８
月
か
ら
９
月

に
か
け
て
台
風
７
号
、
11
号
、

９
号
が
相
次
ぎ
上
陸
、
さ
ら
に

台
風
10
号
が
接
近
し
、
そ
の
前

後
に
も
記
録
的
な
降
雨
が
続
き
、

河
川
の
氾
濫
等
に
よ
っ
て
、
死

者
４
人
、
行
方
不
明
者
２
人
な

ど
の
人
的
被
害
を
は
じ
め
、
全

道
的
に
、
広
範
で
甚
大
な
被
害

が
発
生
。
本
道
で
の
天
候
災
害

と
し
て
は
、
昭
和
56
年
の
、
い

わ
ゆ
る
「
56
水
害
」
と
並
ぶ
規

模
の
被
災
と
な
り
ま
し
た
。

災
害
対
応
に
全
力

北
口
道
議
は
、
民
進
党
本
部

や
民
進
党
北
海
道
等
と
連
携
し

て
被
災
各
地
の
調
査
等
を
行
い
、

被
災
者
の
生
活
再
建
、
農
業
や

中
小
企
業
等
の
支
援
を
速
や
か

に
進
め
、
今
後
災
害
を
繰
り
返

さ
な
い
た
め
の
一
般
質
問
も
行

い
ま
し
た
。

地
域
交
通
を
守
る
！

ま
た
、
道
内
交
通
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
も
大
き
な
議
論

と
な
り
ま
し
た
。
Ｊ

Ｒ
北
海
道
は
、「
Ｊ
Ｒ

単
独
で
は
維
持
が
困

難
な
線
区
」
を
公
表

し
、
沿
線
自
治
体
と

協
議
し
た
い
と
の
意

向
を
示
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
道
は
、
国
の
求

め
に
応
じ
て
、
道
内

13

空
港
の
う
ち
７

空
港
を
一
括
し
て
民

間
委
託
す
る
検
討
を

進
め
て
い
ま
す
。
地

域
に
と
っ
て
も
北
海
道
全
体
に

と
っ
て
も
、
極
め
て
重
要
な
課

題
で
あ
り
、
道
の
主
体
的
か
つ

責
任
あ
る
対
処
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

災
害
対
策
６
５
０
億
円

今
定
例
会
で
の
補
正
予
算
は
、

当
初
提
案
が
道
投
資
単
独
事
業

費
４
８
億
円
な
ど
一
般
会
計
５

８
億
８
２
０
０
万
円
、
特
別
会

計
２
億
８
０
０
万
円
。
９
月
28

日
に
災
害
対
策
補
正
予
算
と
し

て
一
般
会
計
６
５
０
億
４
３
０

０
万
円
、
特
別
会
計
７
４
０
０

万
円
を
追
加
提
案
。
さ
ら
に
、
10

月
７
日
の
会
期
末
に
は
国
の
経

済
対
策
に
応
じ
て
一
般
会
計
１

２
２
２
億
２
１
０
０
万
円
、
特

別
会
計
５
億
７
６
０
０
万
円
を

追
加
提
案
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
、

平
成
28
年
度
北
海
道
予
算
総
額

は
、
一
般
会
計
３
兆
２
０
７
億

円
、
特
別
会
計
６
２
９
３
億
円

の
合
計
３
兆
６
５
０
０
億
円
と

な
り
ま
し
た
。

依
然
厳
し
い
道
財
政

一
方
、
27
年
度
の
道
一
般
会

計
決
算
は
、
形
式
収
支
で
６
９

億
９
５
０
０
万
円
、
実
質
収
支

で
４
４
億
６
千
万
円
の
黒
字
。

地
方
公
共
団
体
財
政
健
全
化
法

に
基
づ
く
健
全
化
判
断
比
率
は
、

実
質
公
債
費
比
率
が
20
．
６
％
、

将
来
負
担
比
率
が
307
．
７
％
と
、

な
お
も
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
。

採
択
さ
れ
た

決
議
・

意
見
書

◆
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国

の
ミ
サ
イ
ル
発
射
及
び
核
実
験

に
抗
議
す
る
決
議

▼
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国

の
ミ
サ
イ
ル
発
射
及
び
核
実
験

に
関
す
る
意
見
書
▼
台
風
７
号
、

台
風
９
号
、
台
風
10
号
、
台
風

11
号
及
び
平
成
28
年
９
月
に

お
け
る
前
線
に
よ
る
災
害
対
策

に
関
す
る
意
見
書
▼
緊
急
防

災
・
減
災
事
業
債
制
度
の
恒
久

化
等
を
求
め
る
意
見
書
▼
Ｔ
Ｐ

Ｐ
に
関
し
丁
寧
な
説
明
と
慎
重

な
審
議
を
求
め
る
意
見
書
▼
新

た
な
国
民
健
康
保
険
制
度
の
円

滑
な
実
施
を
求
め
る
意
見
書
▼

別
居
・
離
婚
後
の
親
子
の
断
絶

を
防
止
す
る
た
め
の
法
整
備
を

求
め
る
意
見
書
▼
朝
鮮
民
主
主

義
人
民
共
和
国
に
よ
る
日
本
人

拉
致
問
題
の
完
全
解
決
を
求
め

る
意
見
書
▼
地
方
議
会
議
員
の

厚
生
年
金
制
度
へ
の
加
入
を
求

め
る
意
見
書
▼
北
方
領
土
問
題

の
解
決
促
進
等
に
関
す
る
意
見

書
▼
「
米
政
策
改
革
」
に
対
す
る

稲
作
農
家
の
不
安
を
払
拭
し
経

営
の
安
定
と
担
い
手
経
営
の
再

生
産
の
確
保
を
求
め
る
意
見
書

▼
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
適
切

な
確
保
と
介
護
従
事
者
の
処
遇

改
善
を
求
め
る
意
見
書

一 般 会 計 特 別 会 計 合 計

既 決 予 算 額 2,827,590,727 628,406,724 3,455,997,451
３定提案額合計 193,146,420 857,542 194,003,962

冒頭提案額 5,882,578 207,542 6,090,120
中間提案額 65,043,006 74,000 65,117,006
最終提案額 122,220,836 576,000 122,796,836

合 計 3,020,737,147 629,264,266 3,650,001,413

（単位：千円）

第
３
回
定
例
道
議
会
報
告
（
９
月
13
日
～
10
月
７
日
）

予
算
特
別
委
員
会
第
２
分
科
委
員
長
と
し
て
補
正

予
算
案
を
審
査
（

月
３
日
）
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（
４
月
29
日
）

写
真
で
振
り
返
る
北
口
道
議
の
活
動
記
録
（
７
月
～
９
月
）

�
C

下
川
町
民
登
山
会
で
黒
岳
登

山
（
８
月
11
日
）

福岡市での全国地方議員交流会（8 月 18 日）

千鳥ヶ淵墓苑、戦没者追悼式に参列（8 月 15 日） 塩崎厚生労働大臣に要請（8 月 4 日）

北海道知的障がい児・者家族会から要請（7 月 20 日）

北海道がんサミット 2016 で挨拶（7 月 24 日）林活議連役員として中央要請（7 月 27 日）

上川管内水泳少年団大会で挨拶（9 月 11 日）

道立北見病院落成記念式典で挨拶（7 月 21 日）

士別地域日台親善協会設立（9 月 9 日）
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北
口
道
議
の
奮
闘
ぶ
り
を
ブ

ロ
グ
か
ら
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま

す
。（
７
月
～
９
月
分
）

◆
７
月
25
日【
Ｊ
Ｒ
宗
谷
本
線
維

持
・
存
続
要
請
】
▼
今
日
は
、
宗

谷
本
線
活
性
化
推
進
協
議
会

（
会
長=

加
藤
剛
士
名
寄
市
長
）

か
ら
、
宗
谷
本
線
の
維
持
・
存
続

に
向
け
た
Ｊ
Ｒ
北
海
道
へ
の
支

援
に
対
す
る
要
望
を
お
受
け
し

た
▼
宗
谷
本
線
活
性
化
推
進
協

議
会
は
、
旭
川
か
ら
稚
内
を
貫

く
宗
谷
本
線
を
抱
え
る
地
域
の

自
治
体
・
議
会
・
経
済
界
の
20

自
治
体
で
組
織
さ
れ
、
今
日
は

会
長
で
あ
る
加
藤
剛
士
名
寄
市

長
を
は
じ
め
、
各
市
町
村
長
、
議

会
議
長
な
ど
、
約
40
名
か
ら
要

請
を
い
た
だ
い
た
▼
１
９
８
７

年
の
国
鉄
分
割
民
営
か
ら
30
年
。

そ
の
分
割
の
あ
り
方
な
ど
の
ひ

ず
み
が
地
方
を
切
り
捨
て
る
こ

と
に
な
り
か
ね
な
く
、
分
割
民

営
そ
の
も
の
の
意
義
や
あ
り
方

に
つ
い
て
の
議
論
が
必
要
。
地

域
を
守
る
た
め
に
も
、
鉄
路
の

維
持
・
存
続
に
つ
い
て
し
っ
か

り
努
力
す
る
決
意
だ
。

◆
８
月
25
日【
美
瑛
町
の
災
害
現

場
を
視
察
】
▼
今
日
は
、
先
の
台

風
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
美

瑛
町
の
置
杵
牛
地
区
を
視
察
し

た
。
こ
の
地
域
は
、
道
管
理
河
川

で
あ
る
置
杵
牛
川
が
氾
濫
し
農

地
を
侵
食
、
甚
大
な
被
害
を
受

け
た
の
で
あ
る
。
今
後
、
道
と
連

携
し
、
来
年
の
営
農
に
向
け
、
し

っ
か
り
対
応
し
て
い
き
た
い
。

◆
８
月
31
日【
Ｔ
Ｐ
Ｐ
批
准
阻
止

全
道
集
会
】
▼
北
海
道
農
民
連
盟

（
石
川
純
雄
執
行
委
員
長
）
主

催
の
「
官
邸
主
導
の
農
政
改
革

と
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
断
固
反
対
す
る
全

道
農
民
集
会
」
が
旭
川
市
で
開

催
さ
れ
、
私
も
参
加
し
て
き
た

▼
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
断
固
反
対
す
る
全

道
農
民
集
会
で
は
、
ま
ず
緊
急

決
議
と
し
て
『
台
風
な
ど
に
よ

る
農
作
物
等
被
害
対
策
に
関
す

る
決
議
』
を
決
議
。
続
い
て
、『
農

業
・
農
村
を
崩
壊
さ
せ
る
官
邸

主
導
の
農
政
改
革
と
Ｔ
Ｐ
Ｐ
国

会
承
認
の
断
固
反
対
を
求
め
る

決
議
』
、
『
担
い
手
農
家
を
置
き

去
り
に
し
た
「
米
政
策
改
革
」
の

抜
本
的
見
直
し
を
求
め
る
決

議
』
、
『
指
定
団
体
の
堅
持
な
ど

酪
農
政
策
の
確
立
を
求
め
る
決

議
』、
そ
し
て
こ
れ
ら
の
『
実
行

方
策
に
つ
い
て
』
を
全
会
一
致

で
決
議
し
た
。
そ
の
後
、
参
加
者

全
員
で
約
２
㎞
を
デ
モ
行
進
し
、

旭
川
市
民
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
を
訴

え
た
と
こ
ろ
だ
。

◆
９
月
５
日
【
南
富
良
野
町
の
被

災
現
場
を
視
察
】
▼
今
日
は
、
山

尾
志
桜
里
民
進
党
政
調
会
長

（
当
時
）
、
佐
々
木
隆
博
衆
議
、

鉢
呂
吉
雄
参
議
、
市
橋
修
治
道

議
（
後
志
地
域
）
と
と
も
に
、
台

風
10
号
で
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
南
富
良
野
町
を
視
察
▼
池
部

町
長
、
植
崎
Ｊ
Ａ
ふ
ら
の
組
合

長
か
ら
は
、
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス

工
場
や
農
地
が
河
川
と
化
し
た

状
況
の
説
明
を
受
け
、
そ
の
後

被
災
現
場
を
視
察
し
、
一
日
も

早
い
対
応
を
お
約
束
し
た
▼
ま

た
、
町
内
で
泥
の
排
出
や
清
掃

な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ
ん

を
激
励
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

北
口
ゆ
う
こ
う
奮
闘
日
記

h
ttp

://y-k
ita
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TPP 批准阻止全道集会でデモ行進

ＪＲ宗谷線存続に向け要請を受ける

美瑛町置杵地区の災害現場を視察

南富良野町の災害現場を視察

【
ひ
と
り
ご
と
】

▼
「
影
響
は
限
定
的
。
ご
安
心

く
だ
さ
い
！
」
こ
れ
は
、
昨
年

10
月
５
日
に
大
筋
合
意
し
た

と
き
の
政
府
の
説
明
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
影
響
試
算
の
信

頼
が
揺
ら
い
で
い
る
▼
国
が
管

理
す
る
主
食
用
輸
入
米
で
、
輸

入
業
者
が
卸
売
業
者
に
「
調
整

金
」
と
い
わ
れ
る
リ
ベ
ー
ト
を

渡
し
た
こ
と
が
判
明
。
こ
れ
が

事
実
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
米
価

に
影
響
す
る
の
は
必
死
で
あ
る

▼
し
か
し
国
は
、
リ
ベ
ー
ト
の

存
在
は
認
め
た
も
の
の
、「
国
産

米
の
需
給
や
価
格
に
影
響
を
与

え
た
事
実
は
確
認
で
き
な
い
」

と
の
調
査
結
果
を
発
表
▼
安
易

な
幕
引
き
は
許
さ
れ
な
い
。
Ｔ

Ｐ
Ｐ
に
よ
る
影
響
試
算
で
輸
入

米
は
、「
Ｓ
Ｂ
Ｓ
方
式
（
売
買
同

時
契
約
）
で
、
よ
り
輸
入
米
の

適
正
な
市
場
評
価
を
得
ら
れ

る
」
と
説
明
し
て
き
た
が
、
そ

の
説
明
が
揺
ら
い
で
い
る
の

だ
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
批
准
議
論
の
前
に
、

こ
の
問
題
の
徹
底
的
な
究
明
が

求
め
ら
れ
る
。

（
ゆ
う
こ
う
）


